
 

 

 

 

 

 

 

 

 「桃李成蹊 南が丘中」 

校長 北見 朱美 

 勤勉実直に生きてきた昭和という時代に開校し、歴代

の校長先生・教職員、保護者、地域の皆様方の深い愛情

に支えられた平成の世を経て、本年度は新しき令和の時

代につなげる確かな一歩を踏み出しました。(中略) 

新設校としての 10 年間は、まさしく激動の時代「昭

和」と同様に、波乱万丈の創立期でした。この創立期に

本校で教鞭をとっていただいた毛塚節子先生は、開校準

備の最中に教壇で倒れ亡くなられたと聞いております。

先生の眠るお墓は本校を見守るように南が丘に向いて建

てられているそうです。花壇にあるオルガン型の歌碑は

その毛塚先生のお父様からの寄贈によるもので、開校初

期からずっと南が丘の生徒を見守ってくださっているの

だということを改めて生徒の皆さんにもここで紹介しておきます。 

そして昭和と平成にまたがる次なる十年を引き継いだ頃には、荒れる学校の代名詞とまで言われた【がお

中生】が、胸の内にある「くすぶるエネルギー」をもて余し、南が丘の象徴と言われる花壇の花を踏み散ら

かしては、教職員に暴言を吐きつけるといった傍若無人な学校生活を送っていたのが本校の充実期・発展期

であり、今となれば懐かしき時代の思い出です。保護者・地域と連携して地道な奉仕活動に取り組んでいた

だいたあの時間、休み時間には、わかり合いたいとぶつかり合う教師と生徒の苦悩があった時代でもありま

した。町名にない「南が丘」という校名は、エネルギッシュに生徒とぶつかりあう学園ドラマを連想させる

ような、教育への熱いエールが込められたものであったようにも感じます。本校が 20 年目を迎えようとす

る頃に描かれた北校舎壁面の❜Dreams come true❜は将来の自分に夢をもつことの大切さを表現した当時の

苦悩を伝えてくれているようにも思います。私たち教員もまた生徒とともに切磋琢磨し、時代が大きく変わ

る中にあっても、５７０２名の卒業生を輩出した四十年という時の流れに、継いできた伝統の重みを感じる

時間をしっかりと共有してきました。❛あじみこし❜の挨拶に代表される礼儀秩序を重んじた教育実践を続け

てきたからこその‘今の姿’を、これからも継いでいくことを私たち教職員と全校生徒は心に銘じていきた

いと考えています。校門を入ると眼前に広がる花壇が本校の象徴です。春には一面に桜が咲き誇り、色とり

どりの花が生徒を迎えてくれます。笑顔で交わされる‘お早う’のさわやかな声と身体全体で話を聴く姿勢

は、本校を訪れる人々にいつも称賛されてまいりました。春夏秋冬を問わずひたむきに学校生活に励む姿が

本校の日常です。校長である私にとっても、当たり前の日常で人の心を動かし温める事のできる生徒一人一

人の純真無垢さが誇りです。 

卒業生と教職員によって継いできた伝統は、時代という風を受けながら今日までに成長してまいりました。

「令和」という新しい時代の黎明期を迎えた現在、地道な努力と謙虚な姿勢を大切にしながらこれからの時

代に、求められる徳を追究できる学び舎として更なる伝統の深化を果たしていきたいと考えています。歴史

は後から遡って継ぎ足すことができません。40 周年の節目の日に、生徒の皆さんは、本校の歴史と伝統を

築いてきた先輩方の努力が、有形無形の財産となって皆さんを支えていることに感謝と敬意を払い、また新

たな歴史を自らが作るという気概をもって生きていきましょう。（裏面につづく） 
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南が丘通信 
教育目標 

進んで学び深く考え、積極的に行動する人 

思いやりの心を持ち、互いに協力する人 

心身ともに健康で、創造力のある人 



「優れた教師は自らやって見せる。本当に優れた教師は心に火をつける」ウィリアム・アーサー・ワード

の言葉で、私の好きな言葉です。これからは、教師が一方向に生徒の心に火をつける、インスパイアするの

ではなく、生徒同士、あるいは生徒と教師が互いにインスパイアしあう時代だと私は思います。 南が丘の

これからの十年は、果敢なチャレンジの期間になります。築き上げてきた伝統を大切にしながら、自ら学び

考え・判断し行動することで協働的に課題解決できる生徒を育成し、「伝統からグローバルな未来へ」、学

校を挙げて前進いたします。桃李不言 下自成蹊 南田中に息づく桃李成蹊 南が丘中学校は地域に愛され

保護者に信頼される学校として躍進してまいります。 

 校長式辞より(抜粋)   

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆☆☆ 祝「開校 40周年記念式典」令和元年 11月 9日（土） ☆☆☆ 
選抜メンバー全員による鉄騎初段の演武 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月９日、開校40周年記念式典が開催され、空手道・演武（形）が披露されました。記念式典では、

２年生と３年生から30 名の生徒を選抜、空手道着を着用しました。６月の運動会でも演武を行いましたが、

記念式典での演武は、また違った緊張感があります。 

 空手道・演武は、組体操に代わる安全面への配慮と本校の伝統を踏まえ、「心技体を一体として鍛える人

間形成」に重点を置いた活動として位置付けたものです。形の演武は、挙動を揃えることに加えて、静寂を

つくり出す、呼吸を整える、緩急をつけて動くなどがあり、生徒にとって、難易度の高い活動となりました。 

 空手道の指導については、（公財）全日本空手道連盟の全面的な支援の下、外部指導員として、空優会

（東京・赤坂）代表の髙橋優子先生にご指導をいただきました。髙橋先生は「開校40 周年という記念すべ

き場で、演武する機会をいただけて嬉しいです。運動会は、日々の授業の成果の場として元気いっぱい、エ

ネルギッシュに表現しました。開校40周年記念式典では、厳かな場に相応しいように演武の構成を工夫し

ました。選抜メンバーは、全校生徒の代表として、力を発揮してくれると思います」とお話しておりました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆☆☆ 開校４０周年記念式典を終えて「生徒のことば」 ☆☆☆ 

さくら（独唱）」 

「さくら（独唱）」は、アカペラということもあり音程をとる

までとても苦労しました。坂田先生と毎日練習を重ねることで緊

張する中でも歌い上げることができるようになりました。このよ

うな機会をいただき、本当にありがとうございました。 

3年 溝呂木喜子さん 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「40周年記念式典の成功」 

式典の空手道・演武において、日々の厳しい練習を乗り越えた

からこそ、素晴らしい評価をいただけたのだと思います。高橋先

生のご指導のもと、全員で迫力のある空手道・演武を完成させる

ことができて良かったです。 

3年 星佳汰くん 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「40周年記念式典を終えて」 

式典で行われる空手道・演武の代表生徒に選んでいただけた私

たちは、放課後に汗水流して沢山練習しました。一体感、責任感

に満ち溢れた 30人の姿を私は忘れません。また、多くの先生方

が成功に導いてくださったことに心から感謝いたします。 

 3年 齋藤乃笑さん 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「ふるさと（合唱）」 

 クレッシェンドを指揮で表すことや列の後方の人たちが拍を合

わせられるように指揮を振ることがとても大変でしたが、本番は

楽しんで歌うことができました。 

 3年 窪田莉子さん 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「南が丘中学校のあゆみとともに」 

 南が丘中学校の歴史紹介を行うにあたって、私自身も知らない

ことがありましたが、私たちの学校には、良い伝統がたくさんあ

ることがわかりました。10年後の 50周年に向けて、この良い

伝統を引き継いで行きましょう。 

3年 熊谷日夏さん 

「40周年記念公式キャラクター」 

 昨年度から、公式キャラクターの制作に向けて、制作委員会を

組織し、アンケートや投票などを行ってきました。多くの方々の

ご協力に感謝するとともに、これからも、南が丘中学校をよろし

くお願いいたします。 

 2年 河内夕奈さん 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「40周年記念演奏（吹奏楽）を終えて」 

 式典後の演奏を終え、多くの方々から演奏を聴き、喜び、楽し

み、感動の声をいただきました。アンコールもいただき、聴いて

いただいた方々も、私たちも満足できる演奏ができたことをうれ

しく思っています。 

 2年 大谷帆乃佳さん 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「40周年記念式典を終えて」 

 標準服の紹介では、身振りや手振りを入れ、新標準服の良さが

伝わるよう工夫しました。男女ともに、標準服は緑（モスグリー

ン）が基調となっています。男子のネクタイ、女子のリボンの色

がとても素敵です。冬服は、男女ともに、細やかな工夫が随所に

施されています。家庭で洗濯もでき、汚れも気になりません。ま

た、男子のシャツ（夏服）は、ボタンダウンタイプの開襟シャツ

となっています。とても着心地が良いです。女子のシャツ（夏

服）は、イタリアンカラーとなっていてデザイン的にもかわいい

つくりとなっています。式典のプレゼンをご清聴いただき、あり

がとうございました。 

 3年 榎本千紘さん、中村南美さん、遠藤楽士くん、齋藤涼平くん 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
「南が丘中学校開校 40周年記念公式キャラクター」 

「新標準服の紹介（男女冬夏）」    「新標準服の紹介（男子冬夏）」    「新標準服の紹介（女子冬夏）」      「校歌合唱（指揮：野平くん）」 

「さくら（独唱：溝呂木さん）」    「ふるさと（指揮：窪田さん）」  「南が丘中の歴史（紹介：熊谷さん）」  「キャラクター（紹介：河内さん）」 

「開港 40周年記念式典次第」        「学校長式辞」             「教育長告示」            「区議会副議長祝辞）」 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆☆☆ 11月 30日（土） ｢練馬区中学校駅伝大会｣ ☆☆☆ 
陸上競技「駅伝」は、偶然やまぐれで成功を手に入れることはできません。皆さんが積

み重ねてきた努力の結果です。必然の結果だと私は思います。駅伝大会で大きな成果をあ

げることも大切ですが、手を抜かず、歯を食いしばり、自分自身との闘いに打ち克ちなが

ら日々の苦しい練習を積み重ねることも大切です。そして、この努力は、私たちをさらな

る高みに引き上げる原動力となるものです。これまでの努力を信じ、勝負すること、走る

ことの楽しさを存分に味わおう！                           陸上競技部 顧問 吉武 陸 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆☆☆ 「STEP FOR THE DREAM ～夢に向かって～」 ☆☆☆ 
 

TEAM東京（東京都中学校体育連盟陸上競技専門部の強化選手）に選出されました！ 

２年生の武藏
む さ し

大地
だ い ち

くんが、東京都中学校体育連盟陸上競技専門部の強化選手として選出されました。

将来の日本の代表選手を目指し、練習会などに参加することとなりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校 40周年記念式典 空手道・演武「形」選抜メンバー（中央：空優会代表の髙橋優子先生） 

 

南が丘中学校「秋冬の花壇」 
本校の正門を入ると、開校当時から地域・保護者・生

徒たちによって育まれてきた手づくりの「花壇」が続き

ます。 

開校 40 周年記念式典が終わり、花壇は、秋から冬の

花々へと衣替えの時期となりました。ガーデニング部と

E 組の生徒たちが、日々、細やかな愛情を注いでいる花

壇です。 

 ご来校の折には、是非、生徒たちの手作りの花壇をご

鑑賞いただければ幸いです。 

 

～現在の花壇の花々の花言葉～ 
□アリッサムの花言葉 …「美しさを超えた価値」「優美」 

□ウィンターコスモスの花言葉 …「もう一度愛します」 

□パンジーの花言葉 …「つつましい幸せ」「故郷の喜び」 

□ノースポールの花言葉 …「誠実」「冬の足音」 

□葉ボタンの花言葉 …「祝福」 


